
hMSCをCP-1®もしくは対照で凍結し、各条件下で保存しても解凍直後の生存率は90%を超えており、差異は殆ど認めら
れない。しかし、接着率を指標とした場合、-60℃保存の条件下で、対照群の凍害保護液では、培養翌日に浮遊している死
細胞が多く、低い接着率であったが、 CP-1®で凍結したhMSCでは、ほぼ全ての細胞が接着しており、-60℃の条件下でも7
日間は安定的に保存可能だと確認された。（詳細な評価方法・結果については裏面参照）

間葉系幹細胞への凍害保護液CP-1®の利用

CP-1®は、造血幹細胞用の凍害保護液として開発され、20年以上に渡り末梢
血や骨髄、臍帯血の造血幹細胞の凍結保存に使われている。組成は開示されてお
り、HES（ハイドロキシエチルスターチ）、DMSO、NaCl、注射用水から成る。

使用時には、培地中に懸濁した細胞へ、ヒト血清アルブミンを添加したCP-1®

を加える。マスターファイル登録及び、再生医療等材料適格性確認済みである。

○

？

ヒト間葉系幹細胞

ヒト造血幹細胞

近年、再生医療の実用化が進んでおり、現在承認されている再生医療等製品は、常温による短期輸送か、コストの高い液体
窒素を用いた凍結輸送である。細胞の安定性や長期輸送を考慮すると、細胞は凍結された状態で輸送されることが望ましい。
したがって、今後の再生医療等製品は主に凍結された状態で輸送されると考える。しかし、液体窒素を使用した輸送方法では
輸送コストが高くなってしまう。また、細胞受け入れ先機関でも液体窒素タンクや超低温フリーザーが必要になり、管理コス
トも嵩んでしまう。

そこで、今後の再生医療への利用が期待されるhMSC（ヒト間葉系幹細胞）について、当社の凍害保護液CP-1®で凍結し、
安価且つ簡便なドライアイスで安定的に長期輸送が出来ないか検討した。
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将来、再生医療等製品はCPC等で調製され、そこで一旦凍結保存された後に各医療機関へと輸送されることが想定される。
したがって、凍結された細胞がダメージを受けずに安定的に医療機関へと輸送されることが重要である。

本結果より、 CP-1®で凍結しLN2タンクで保存していたhMSCは、-60℃の環境下に移されても1週間は安定的に保存する
ことが可能だと確認された。ドライアイスそのものの温度は本試験条件よりも低い約-80℃であることから、 CP-1®で凍結
したhMSCはドライアイスを使用して安価且つ簡便に安定的に輸送出来ると考える。また、 CP-1®はマスターファイルに登
録済みであり、再生医療等材料適格性確認済みであることから、再生医療等製品に最適な凍結保存液の一つであると考える。

※ 本資料はポスター原本ではなく、配布資料として再編集したものになります。

【背景】

【CP-1®】

【結果】

【結論】



【結果① 解凍直後生存率 及び 培養翌日の接着率】
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【結果② 培養翌日の細胞の様子】
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－解凍直後生存率 確認方法－
(1) 凍結細胞を37℃水浴にて急速解凍する
(2) トリパンブルー法でセルカウント（Vi-CELL XR - Beckman coulter -)

－接着率 確認方法－
(1) 解凍後の細胞を播種し、１日間培養 (7 x 105 cells/T75 Flask)
(2) 洗浄後、トリプシンで細胞を回収
(3) トリパンブルー法でセルカウント（Vi-CELL XR - Beckman coulter -)※接着率＝翌日の生細胞数/播種生細胞数

－実験スキーム －

hMSCを培養（数回継代）

CP-1® or 対照にて緩慢凍結(-80℃)

翌日よりLN2タンクへ移動し保存
(7日間以上)

輸送を想定した各条件で保存
(-80℃, 7日間 or -60℃, 3日間・7日間)

解凍し, 解凍直後の生存率を確認

細胞を培養

播種翌日の培養器への接着率を確認

再度 LN2タンク内で保存(7日間以上)

－凍害保護液－

CP-1® DMSO

HES/生理食塩水

25% HSA

RPMI1640

1.0 mL ( 終濃度 5% )

3.2 mL ( 終濃度 4% )

5.8 mL

10.0 mL

CP-1®

6.8 mL

DMSO

10% HSA

培地※

8.0 mL ( 終濃度 4% )

2.0 mL ( 終濃度 10% )

10.0 mL

対照

※各細胞の培養用培地を用いた

【方法】


